
八州廻りと野田の人びと 
 （はっしゅうまわりとのだのひとびと） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天保 14 年下総国関宿渡場祭一件裁許書写 （幸手市 増田栄家文書） 

 

この史料は、天保 13 年(1844)6 月 13 日、関宿町の鎮守(ちんじゅ)天王社(てんのうしゃ)

（関宿江戸町の香取神社）の祭礼で起こったある騒乱事件を記録したものです。この時期

は、老中水野忠邦(ろうじゅうみずのただくに)によって天保改革が進められており、とくに派

手になりやすかった祭礼には大きな規制がかけられていました。ところが、この年の関宿

町の祭礼では、この規制に反して踊り子や囃し方(はやしかた)を大勢集め、揃いの浴衣を

誂(あつら)えるなど、盛大に祭りを催したため、関東取締出役(かんとうとりしまりしゅつやく)

（通称八州廻りはっしゅうまわり）がその取り締まりに乗り出したのです。しかし、町の

人々は逆に大勢でこの関東取締出役やその関係者を襲撃してしまい、翌天保 14 年 3 月に

なって多くの人々が追放や罰金などの処罰を受けました。 

この時に町人たちに襲撃された関東取締出役とは、文化 2 年(1805)に新たに設けられ

た幕府の役職で、当時治安が悪化していた関東地方を廻村しながら、盗賊や博徒などの犯

罪者を摘発したり、村民に農業に励むよう教諭することを役目としていました。江戸幕府

の重職である勘定奉行(かんじょうぶぎょう)の直接の配下にあり、当時世間で「泣く子も黙

る八州廻り」と恐れられていた関東取締出役に歯向かうことは、並大抵のことではなかっ

たと思いますが、恐らく、天保改革でさまざまな倹約を強いられていた中、鎮守の祭礼と

いう独特な高揚感が、町の人々の理性を失わせてしまったのでしょう。 

この関東取締出役は、それぞれの地域の世話役ともいうべき豪農(ごうのう)と呼ばれる

人たちを、地域支配に利用していました。豪農とは、村役人であり地主であり、かついろ

いろな商業行為で資産も貯(たくわ)えているような人たちで、たとえば上花輪村の名主

梨兵左衛門は天保 7 年(1836)、天保の飢饉の際に関東取締出役堀江与四郎らの要請を受

けて、困窮が甚だしかった野州塩谷郡下塩原村（現栃木県那須塩原市）やその近辺の村々

へ施金を行っています。市内上花輪の上花輪歴史館の敷地内には、江戸幕府の代官で関東

取締出役の上司であった羽倉簡堂(はぐらかんどう)（通称外記げき、名は用九）が、天保 13

年(1842)に撰した「高梨氏救菑(きゅうさい)記」碑が建っており、その関係の深さを今に

伝えています。 

   



 

 

 

関宿江戸町 香取神社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「高梨氏救菑記」（財団法人梨本家上花輪歴史館） 

高梨家では天明 6 年(1786)の飢饉以来、信芳・順信・忠学の３代にわた

って貯穀(ちょこく)に努め、特に天保の飢饉時には近隣の村のみならず、

伊豆諸島や野州（栃木県）の村々へも施金などを行いました。この碑には、

幕府の代官羽倉簡堂（用九）がその功績を讃えた文章が刻まれています。 
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